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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
６
日
、
２
０
１
５
年
の
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
梶
田
隆
章
・
東
京
大
宇
宙
線
研
究
所
長
(

)
ら
２
人
に

授
与
す
る
と
発
表
し
た
。
梶
田
氏
は
素
粒
子
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が

あ
る
こ
と
を

観
測
装
置
｢
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」（
岐
阜
県
飛
驒
市
）

を
使
っ
て
実
証
、
１
９
９
８
年
６
月
の
国
際
会
議
で
発
表
し
た
。
観
測
デ

ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
た

年
６
月
に
は
質
量
の
存
在
が
確
実
な
も
の
と
な

り

｢
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
質
量
は
ゼ
ロ
｣
と
い
う
前
提
で
組
み
立
て
ら
れ
た

現
代
物
理
学
の
見
直
し
を
迫
る
成
果
と
し
て
世
界
的
に
注
目
を
集
め
た
。

物
理
学
賞

人
目

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

物
質
を
構
成
す
る
最
小
単
位
の
素
粒
子
の
一

つ
。
宇
宙
空
間
に
大
量
に
存
在
し
、
地
上
に
も
常

に
降
り
注
い
で
い
る
が
、
他
の
物
質
と
ほ
と
ん
ど
反
応

せ
ず
に
す
り
抜
け
る
た
め
、
観
測
が
難
し
い
。
１
９
８

７
年
に
は
小
柴
昌
俊
・
東
京
大
特
別
栄
誉
教
授
が
、
星

が
一
生
を
終
え
る
時
の
超
新
星
爆
発
で
生
じ
た
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
を
世
界
で
初
め
て
観
測
、

年
に
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
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日
本
か
ら
の
受
賞
は
５
日
の
医
学

生
理
学
賞
の
大
村
智

さ
と
し

・
北
里
大
特
別

栄
誉
教
授（

）に
続
き
２
日
連
続
。

昨
年
も
赤
崎
勇
・
名
城
大
終
身
教
授

(

)
、
天
野
浩
・
名
古
屋
大
教
授

(

)
、
中
村
修
二
・
米
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
教
授

(

)
‖
米
国
籍
‖
の
３
氏
(
い
ず
れ

も
物
理
学
賞
)
が
受
賞
し
た
。
物
理

学
賞
受
賞
は
７
回
目
と
な
る
。
日
本

の
受
賞
者
数
は
、
米
国
籍
の
南
部
陽

一
郎
氏
（

年
物
理
学
賞
）
と
中
村

氏
を
含
め
計

人
（
医
学
生
理
学
賞

３
、
物
理
学
賞

、
化
学
賞
７
、
文

学
賞
２
、
平
和
賞
１
）
と
な
る
。
授

賞
式
は

月

日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
で
開
か
れ
、
賞
金
８
０
０
万
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

（
約
１
億
１
５
０
０
万

円
）
が
贈
ら
れ
る
。

物
質
を
構
成
す
る
素
粒
子
の
一
つ

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
１
９
３
０

年
代
に
存
在
が
予
測
さ
れ
、

年
に

発
見
さ
れ
た

だ
が

他
の
物
質
と
ほ

と
ん
ど
反
応
し
な
い
た
め
観
測
が
極

め
て
難
し
く
、
質
量
の
有
無
な
ど
詳

し
い
性
質
は
長
い
間
の
謎
だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
直
接
観
測
す
る

た
め
、
戸
塚
洋
二
・
東
京
大
特
別
栄

誉
教
授
（

年
死
去
）
が
率
い
る
国

際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

年
に
始

動
。
梶
田
氏
は
実
験
の
ま
と
め
役
を

務
め
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
を

使
っ
た
実
験
に
取
り
組
ん
だ
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
電
子
型
、
ミ
ュ

ー
型
、
タ
ウ
型
の
３
種
類
。
研
究
チ

ー
ム
は
、
宇
宙
線
が
地
球
の
大
気
と

ぶ
つ
か
っ
て
生
じ
る
ミ
ュ
ー
型
と
電

子
型
を
観
測
し
た
。
だ
が
、
理
論
上

は
ミ
ュ
ー
型
の
数
が
電
子
型
の
２
倍

あ
る
は
ず
な
の
に
、
実
際
に
観
測
で

き
た
の
は
ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た
。

ミ
ュ
ー
型
が
理
論
値
の
半
分
し
か

な
い
理
由
と
し
て
チ
ー
ム
は
、
ミ
ュ

ー
型
が
長
距
離
を
移
動
す
る
過
程

で
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
は

観
測
で
き
な
い
タ
ウ
型
に
変
わ
っ
た

た
め
と
推
定
し
た
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
別
の
種
類
に
変

身
す
る
現
象
は
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振

動
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
現
象
は
、

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が
な
け
れ
ば

起
き
な
い
こ
と
か
ら
、
「
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
に
質
量
が
あ
る
確
証
が
得
ら
れ

た
」
と
結
論
付
け
た
。
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
振
動
が
確
認
さ
れ
た
の
は
世
界
で

初
め
て
だ
っ
た
た
め
、

年
６
月
の

国
際
会
議
で
成
果
を
発
表
す
る
と
、

日
本
だ
け
で
な
く
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス

ト
な
ど
有
力
紙
が
１
面
で
報
道
、
ク

リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
（
当
時
）
が
祝

福
コ
メ
ン
ト
を
出
す
な
ど
世
界
的
に

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

年
に
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速

器
研
究
機
構
で
人
工
的
に
作
り
出
し

た
ミ
ュ
ー
型
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
、
約

２
５
０
㌔
離
れ
た
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ

カ
ン
デ
に
向
け
て
発
射
し
、
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
振
動
を
と
ら
え
る
実
験
を
実

施
。

年
２
月
ま
で
の
デ
ー
タ
で
、

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が
あ
る
確
率

は

・

％
と
な
っ
た
。

かじた・たかあき 1959年、埼玉県東松山市生まれ。

県立川越高を卒業後、埼玉大理学部に進学、 年に卒

業した。東京大大学院で物理学を専攻（ 年博士号）。

東大では、スーパーカミオカンデの前身である「カミ

オカンデ」に準備段階から携わった。 年からは東大

宇宙線研究所内にある宇宙ニュートリノ観測情報融合

センター長を務め、2008年からは同研究所長を務めて

いる。朝日賞、ブルーノ・ロッシ賞、仁科記念賞、パ

ノフスキー賞などをチームや個人で受賞。 年日本学

士院賞。妻と子供２人の４人家族。
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ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
決
ま
っ
た
梶
田
隆
章
さ
ん
‖
酒
造
唯
撮
影
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